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日 時 令和 2年 2月 13 日（木）18 時 30 分～20時 00 分 

会 場 北広島市役所 5階 委員会室 

出席委員 飯浜会長、百瀨副会長、亀岡委員、東口委員、中目委員、西澤委員、油㘴委

員、高嶋委員 

欠席委員 冨士原委員、菊地委員 

市出席者 仲野子育て支援部長、高橋子ども家庭課長、橋本子育て担当参事、記内子ど

も家庭課主査、笠井子ども家庭課主査、印牧子ども家庭課主査、加藤子ども

家庭課主査、野切健康推進課主査、播磨子ども発達支援センター主査、金田

子ども家庭課主事 

 

 

○事務局   （開会あいさつ、配布資料説明） 

 

○会長     おばんでございます。早いもので、今年度最後の子ども子育て会議です。お

忙しい中、ご出席いただきましてありがとうございます。第 7回の子ども子育

て会議を開催させていただいきたいと思います。またご審議いただきたいと思

います。忌憚のないご意見をよろしくお願い申し上げます。 

それでは審議事項に入る前に今事務局からの資料説明もありましたが前回

の会議の時にご質問を委員からいただいて、それについての回答をいただく件

がありましたので、事務局からご回答等をお願いいたします。 

 

○事務局    こんばんは。前回の会議で宿題となっておりました、3点について審議事項

の前に、ご報告をさせていただきたいと思います。持ち帰って整理することに

なっておりましたのは、いずれも現行のプランの実績報告の中の国際交流事業、

それから乳幼児ふれあい体験事業、それと乳幼児健診の 3つについてのご質問

とご意見でございました。 

まず 1つ目の国際交流事業につきましては、油㘴委員からご意見をいただき

ました。友好都市のカナダサスカツーン市との高校生による相互交流を行って

いるところですけれども、向こうからの受入れる人数よりも、こちらから派遣

する人数が少ないけれども、めったに体験できないことが体験できる機会なの

で、もっと多くの高校生が参加できるように、周知方法等工夫してはどうかと

いう趣旨のご意見だったと思います。 

担当の教育委員会社会教育課に、このご意見を伝えまして、事業の運営方法

や周知方向を確認してまいりました。本事業の運営は、市民の方で構成する国

際交流協議会におきまして、派遣する人たちの選考も含めて事業全体の実施を

しております。 

派遣は高校生が対象で、派遣と受け入れを毎年交互に行っています。派遣人

数につきましては各市の予算で決定をしておりまして、本市からの派遣につい

ては 10 人の枠カナダからの予算枠は 20人となっております。受け入れに関し

ては、来る人数に合わせて準備しているとのことでした。 

周知につきましては、前回申し上げました広報紙、ホームページのほかに派

遣に関しては、市内の高校にチラシの配置配布を通して、生徒の皆さんに行き

渡るようにチラシを配布しているということ、それから市外の高校に進学され

る方もいらっしゃいますので、中学 3年生のときに、学校とおして、予告周知

を行っているということでした。 

これらの取り組みを継続しながら、引き続き漏れなく応募していただけるよ

うに、周知に努めてまいりたいということでした。ご報告させていただきます。

別記様式(第 3条関係) 



会議録 

 

 

 

ご意見どうもありがとうございました。 

続きまして、乳幼児ふれあい体験についてであります。今日お配りしており

ます、右上に資料 3と書いた資料をご覧いただきたいんですけれども、前回ご

報告しました、現プランの実施状況の資料のうち、12 ページを抜粋したもの

になっております。下から 2行目の乳幼児ふれあい体験の実施の欄の右から 2

列目、評価と課題等について、今回学校と連携して実施するとしております。 

ここは前回に資料では、学校からの要請に応じ実施するになっておりました。

今回再度、各園にふれあい体験の実施状況につきまして確認をしたところ、こ

の資料に記載のとおり、今年度は市内保育施設 13カ所のうち 11 カ所で実施を

しております。 

内訳は中学校の職業体験が 9カ所、中学校の家庭科の課外授業が 1カ所、高

校からの受け入れが 3カ所、中学生高校生によるボランティアが 2カ所、小学

校との交流が 2カ所となっておりました。あの 2回以上受け入れをしている園

もあったため、合計が合わないですけれどもこういう内訳になっております。

家庭科の課外授業大体 2日間、職業体験だと大体 1日の受け入れということで

した。 

公立保育園の事例ですけれども、実際には各クラスに生徒たちに入ってもら

って、絵本の読み聞かせをしてもらったりですとか、用意してきてくれた手作

りのおもちゃを使って、子どもたちと一緒に遊んだりだっこしたりして園児と

かかわっているということでした。 

体験後に中学生が書いてくれたアンケートを公立の 1 園分だけですけれど

も、私も拝見させてもらいまして、一部分ですがかいつまんで紹介させていた

だきたいと思います。「先生方の気配りや愛情を感じました。子ども目線で考

える保育士になることが夢です。年下を知ることで成長できました。0 歳や 1

歳の子も自分の気持ちを持っていて、したいことを自分からすることに感動し

ました。」等々ですね具体的に感じた思いをしっかりと書いてくれていて、私

自身心を動かされましたし、これを受け入れた園長も、すごく実感が湧くと話

しておりました。 

将来家庭を持ったり、中には保育士を目指していく子どもたちもいると思い

ますので、理解を深める機会として、園と学校が相談協力し合って積極的にや

っているのを改めて確認をいたしました。この状況は他園でも私立含めて、他

園でも同様だと思いますので、評価と課題等につきましては、学校と連携して

実施するということで修正させていただきたいと考えました。 

今日ご承認いただければ、ホームページ等公式の資料についても、差しかえ

をさせてもらいたいと考えております。ご意見どうもありがとうございました。  

次に、3つ目の乳幼児健診についてご意見をいただきました。 

検診の待ち時間が多いという声が、保護者の皆さんからも、聞こえるという

ご意見でした。場合によっては 2時間以上かかる場合もあって、検診する順番

が決まっているようだけれど、空いているところからやっていくなど、効率的

にならないだろうかというご意見だったと思います。 

これにつきましては健康推進課の保健師からご説明を申し上げます。 

 

○事務局    健康推進課の野切と申します。よろしくお願いいたします。 

乳幼児健診の待ち時間ですとか時間が長いことでの苦痛を感じてしまって

いるっていうような、現状があるということをお伺いしまして、スタッフ一同

健診のほうを取り組んでいるところではあるんですけれども、そういったお声

をいただきまして、いたらないところもあったかなと思いますので、反省させ

ていただきます。 

乳幼児健診の概要を少しお伝えいたしますと、対象年齢が 1歳 6カ月児健診
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ですとか 3 歳児健診乳児健診などをやっているんですけれども月齢によって

は、道具を使って子どもとやりとりをしながら、その過程を見たりですとか、

子どもに質問したり、あと身体計測やお医者さんの診察、歯科検診、栄養相談、

発達相談などを実施しております。 

いろいろなブースがあって、いろいろな職員を配置しているんですけれども、

各項目の課で効率よくできるものがないか、いま一度点検して検討してまいり

たいと思います。 

空いているところから、できればいいのではないかというご意見もいただい

たところでして、一応健診は計測をふまえて、先生の診察ですとか、計測と診

察をした上で、栄養相談をするですとか、一連の流れの中で子どもの病気です

とか、発達の過程を早期発見しますので、ある程度の制度を保ちながら、とい

うようなものも大切にさせていただきたいなというところでもございますが、

できるだけその辺の順番が検診の制度から狂わないような所での工夫という

のも、改めて考えて参りたいと思います。 

実際に対象のお子さんが毎月25人から40人ぐらい受診をするということに

なりますので、内科のお医者さん１人で担当するということになりますので、

1 人 3分から 5分の診察がかかるとしますと、どうしても総体の時間として 1

時間半から 3 時間ぐらいかかってしまうという現状になってしまっておりま

すので、どうしても待ち時間が発生してしまいますが、待ち時間の有効な活用

ということも、ふまえていかなければいけないかなと思っておりますので、今

現在は子育て支援センターの保育士さんに来ていただきながら、お子さんの様

子を声掛けしていただいたりというようなこともやっておりますが、待ち時間

の有効な活用というところも検討してまいりたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

 

○事務局    前回持ち帰らせていただいた、意見の確認は以上になります。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。 

前回の会議での 3 人の委員からのご質問に対しての事務局からの説明でし

たが国際交流事業の関係について、よろしいですか。 

（異議なし） 

はい、ありがとうごいます。 

それから乳幼児ふれあい体験実施については、よろしいですか。 

（異議なし） 

乳幼児健診について、よろしいですか。 

（異議なし） 

はい、ありがとうございます。 

それで乳幼児ふれあい体験の実施ですね。お手元にある資料の 3 番目の№5

の部分の評価と課題等に関して、学校と連携して実施するに変更したい、修正

したいということの提案でしたが、これについては委員の皆さん、承認いただ

くということでよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

はい、ありがとうございます。 

それでは、引き続きまして本日議題審議事項についてご審議をいただきたい

と思います。 

本日は 1点だけですが、第 2期北広島市子ども子育て支援プラン案というこ

とで、お手元の資料ご覧いただいてご審議いただきたいと思います。事務局か

ら説明よろしくお願いいたします。 
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○事務局    今日の本題の審議事項(1)の第 2 期子ども子育て支援プラン(案)についてで

すけれども、本編につきましては前回までに確認をいただいております内容の

とおりとなっております。今回は本編の説明については割愛させていただきま

す。 

94 ページをご覧ください。今回、資料編を追加しております。94 ページに

は子ども子育て会議設置条例の内容、そして 95 ページには委員の皆さんの名

簿と計画の策定経過、そして 96 ページ以降は用語の説明になっております。

この計画書に記載しております用語について、あまり一般的ではないと思われ

るものについてここで説明しております。説明については以上になります。 

本日ご審議いただきまして、了解をいただきましたら、表紙のところの表紙

のこの素案というところの素がとれて正式な案となります。そしてこの案が子

ども・子育て会議による最終案となります。最終案をもとに、内部の審議機関

であります庁議による審議を経まして、市としての計画を最終決定をするとい

う流れになりますので、ご審議のほどをどうぞよろしくお願いいたします。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。前回に引き続いて、資料編の追加分というこ

とでご審議をいただきたいということです。お手元の方に 94 ページからの部

分になりますが、差し替えということで、95 ページそれから 98 ページ、99

ページ、100 ページの部分の差し替えの資料がお手元にあるかと思いますが、

ちょっとそれも目を通していただいて、ご質問等ありましたらまたご意見いた

だきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

いかがでしょうか、何かお気づきの点等ございますでしょうか。 

はい、それでは追加分のところで資料編ということですが、この今現在素案

ですが、この構成として今目を通していただいている資料編を本市で追加して

案としていくということでのご承認いただくことは可能でしょうか。 

（異議なし） 

はい、ありがとうございます。ということで大筋はこれでやっていただくと

いうことで、もし細かい字句の修正等をお気づきの点がありましたら、事務局

の方にご連絡いただいて、事務局一任で修正いただくという形でご承認いただ

くことは可能でしょうか。 

（異議なし） 

はい、ありがとうございます。それでは、事務局の提案でご承認いただいた

ということでよろしくお願いいたします。 

はい、ありがとうございます。ではその他ということで、事務局からお願い

いたします。 

 

○事務局    プランについてはご審議どうもありがとうございました。このあとは基本的

には市のほうにお任せいただくことになりますけれども、来週いっぱいくらい

字句の修正等、気づいた点ございましたらご連絡いただけるととても助かりま

すので、引き続きよろしくお願いします。 

あと 3月末位になると思いますけれども、計画書の市としての決定が終わっ

て、計画書の印刷が終了いたしましたら、委員の皆さんにも速やかに送付をさ

せていただきますので、ご確認いただければと思います。その他ですけれども、

今足かけ 2年に渡りました、プランの策定審議が終了したところで大変恐縮な

んですけれども、来年度の会議について皆さんにお願いがあります。 

何かと申しますと、新たに子どもの貧困対策計画についてのご審議をこの子

ども・子育て会議においてお願いしたいと思っております。 

昨年の 6月に、子どもの貧困対策法が改正になりまして、市町村の計画の策

定が努力義務となりました。市の新年度予算案では、この子どもの貧困対策計
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画の策定に関する予算が計上されておりまして、正式には 3月の市議会で議決

されて確定することになりますけれども、決まれば 4月以降の 1年間で策定を

進めていくことになります。 

具体的には今回検討していただきました、子ども・子育て支援プランの中に、

新しく 1つの章をつくりまして、貧困対策の計画を追加していきたいと思って

おります。計画書については後追いになりますので、当面は別冊の形になりま

すけれども、今のところはそういう形で進めたいと考えておりまして、来年度

の会議の開催はこの貧困の対策と通常の進行計画の進行管理の部分を含めま

して、4回から多くて 5回ぐらいの開催になると見ております。 

今回プランの審議にひと段落ついたところで、大変恐縮なんですけれども、

貧困対策計画の審議につきましても、委員の皆さんの是非力をお借りしたいと

思っておりますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

○会長     はい、ありがとうございます。子どもの貧困対策計画の策定ということで、

ここも本委員会で、皆様にご審議いただきたいということでのご提案でしたが、

よろしゅうございますか。 

また皆様と何回もお顔を拝見できて非常にうれしく思っております。ご多忙

とは存じますが引き続き来年度もよろしくお願いしたいと思います。ありがと

うございます。 

その他追加で、はい、よろしくお願いします。 

 

○事務局   （令和 2年度予算に沿って説明） 

 

○会長     はい、ありがとうございます。重点的予算ということでの説明でありました。

いかがですか。とりあえず今ご説明いただいた部分が新規もしか拡大というこ

とで、我々に関係ある部分ということでのご説明でした。 

何かご質問等ございましたら承りたいと思いますが、いかがでしょうか。 

これも詳細についてはまた来年度のこの委員会の中でもまたご説明をいた

だいていくという形なるんでしょうか。 

 

○事務局    来年での 1回目の会議の中では、もっともう少し詳細なご説明をさせていた

だきたいと思っております。はい、ありがとうございます。ということで、こ

の点については、次回の会議で、ご質問いただきたいと思います。 

よろしゅうございますか。はい、ありがとうございます。その他のその他で

事務局からございますか。 

委員の皆様いかがでしょうか。今日あまりご意見・・・はい、委員よろしく

お願いします。 

 

○委員     すみません、素朴な疑問で。子ども未来応援事業、中学生の学習塾・習い事

に要する費用の一部ですけど習い事の範囲って決められるですか。 

 

○事務局    ご質問ありがとうございます。習い事の範囲というのは、特に細かく定める

予定では今のところ検討していないですけども、事業としてやられているよう

な習い事であれば対象としていくような内容で、個人でやられて事業としてや

っている習い事とは違って、個人でサークルとかすいません。なんかちょっと

まとまってなくて。 

 

○事務局    今考えているところですね、学習指導要領、学校でございますけれども、そ

のなかに沿ったものということで考えてございます。 
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これは給付っていうことになると、税金の絡みもあるものですから、習い事

を学習指導要領にそった習い事なると課税対象にならないっていうところも

ございますので、そちらの方で今のところ考えています。 

詳しくはこれから 3月中にですね、しっかり要綱とかを作成してまいりたい

と考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○会長     よろしいですか。はい、ほか委員いかがでしょうか。 

よろしゅうございますか。はい、ありがとうございます。 

今年度最後ということでご審議いただきました。また、来年度も何回かお会

いできる機会があるようですので、ぜひまたお力添えを賜りたいと思いますの

で、よろしくお願い申し上げます。 

それでは今年度最後第 7 回の子ども子育て会議を閉会させていただきます。

本日はありがとうございました。 

 

 

 

 


